


















































だいた。 5年生のWeCan! 1 Unit7 Where is the treasure? を題材に、専科教員が研究授
業を行う。来年度の教科化が目前に迫って来たので、「読む」「青く」の領域も取り入れた活
動を考えた。しかしそのため、活動のルールが複雑化してしまった。児童が活動内容を理解
できるよう、スモールステップを意識した単元構成を一緒に考えていただいた。また、児童
が道案内を聞く時に道順が辿りやすくなるよう、駒代わりに使う指人形を貸していただい
た。実際児童に使わせてみると、楽しそうに左右間違うことなく動かす様子が見られた。
3. 今後の展望
今年度は、新学習指導要領への移行期間だったため、児童の実態と教材内容にズレがあり、
難しさを感じることが多々あった。そんな中、 1年を通して尾上先生にご指導いただけたこ
とが、児童の実態に合った教材・授業づくりに大いに役立てることができた。しかし、外国
語活動・ 外国語科が約 2か月後には本格実施となるにも関わらず、未だに外国語への関心
が本校では低いように感じる。実際、公開授業や部会に参加する教員は 5、6人にとどまっ
ている。また、外国語科の評価についても不透明な部分が多く残っており、 3段階評価をど
のように行えばよいか課題が残る。来年度も、引き続き尾上先生にご指導いただき、もっと
外国語活動・外国語科の指導法等について本校一丸となって研鑽を重ねていきたい。
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